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研究業績／教育実績(主な著書・論文) 

区  分 著書・論文名等 発行所・掲載誌(書)・著書等 発行等年月 
著 書 「2012 年度食育活動報告書 

カンタン☆楽しい♪みんなで

ハッピー♡おやつレシピ＆食育

事例」編集・執筆責任者：木下

ゆり 編集協力者：堀江信之, 

児玉和人, 鈴川温子, 小島令芙

子 

静岡英和学院大学短期大学部 平成25(2013) 年3月 

 「フード・マイレージ どこか

らくる？私たちの食べ物」

ISBN978-4-87773-215-8  

（共著）枝木美香, 上條直美, 

木下ゆり,津久井綾子, 西あい, 

宮崎花衣, 本山明, 吉森悠 

特定非営利活動法人開発教育協会 

 

平成22(2010) 年9月 

 「写真で学ぼう『地球の食卓』

学習プラン 10」 

ISBN978-4-87773-215-9  

（共著）枝木美香, 上條直美, 

木下ゆり , 津久井綾子 , 西あ

い, 宮崎花衣, 本山明, 吉森悠 

特定非営利活動法人開発教育協会 平成22(2010) 年8月 



論 文 「献立作成能力育成を主眼に

おいたカリキュラム・ツリーの

検討」（共著）菊地節子,市川優,

木下ゆり,津田和加子,池田洋子 

桜の聖母短期大学紀要第 39 号, 

pp.75-90. 

平成 28(2016)年 3 月 

 「HIV 感染症の栄養管理と栄

養指導の実際」（単著）木下ゆ

り 

桜の聖母短期大学人間学研究所所報

21 号,pp.34-42. 

平成 28(2016)年 3 月 

 「栄養士養成施設における

PBL 授業「地域食生活論」の

取り組み」（共著）市川優,木下

ゆり,池田洋子 

桜の聖母短期大学紀要第 39 号, 

pp.91-114 

平成 27(2015)年 3 月 

 「キリスト教にける「食」教育

の実践例とその意義について

の検討」（単著）木下ゆり 

静岡英和学院大学キリスト教研究年

報 3 号,静岡英和学院大学,pp35-41. 

平成 27(2015)年 3 月 

 「短期大学を対象とした学生

募集の特色についての調査研

究」（共著）木下ゆり, 堀江信

之, 芦澤久江, 児玉和人 

静岡英和学院大学紀要第12号,静岡英

和学院大学,pp123-132. 

平成 26(2014)年 3 月 

 A Qualitative Study of Risk 

Factors Related to Child 

Malnutrition in Aileu 

District, Timor-Leste（共著） 

Kaori Mizumoto,RD,PhD, 
Toru Takahashi,PhD,  
Yuri Kinoshita,RD,MPH, 

Michiyo Higuchi,MD,DrPH,  

Cholis Bachroen,MPH 

Asia-Pacific Journal of Public 

Health 

平成 25(2013)年 

5 月 14 日 

 「東日本大震災支援に関する

学生の意識調査結果と他大学

の取り組みに関する報告」（共

著）岡部真智子, 木下ゆり, 小

幡由美子, 伊勢田奈緒, P.D.ク

レイナー, 菊池みち子 

静岡英和学院大学紀要第10号,静岡英

和学院大学,pp.199-208. 

平成 24(2012)年 3 月 

 「宗教がエイズ・性教育に与え

る影響と課題－キリスト教と

仏教の視点から－」（単著）木

下ゆり 

静岡英和学院大学紀要第 10 号,静岡英

和学院大学,pp.83-98. 

平成 24(2012)年 3 月 



教 科 書 「エスカベーシック公衆栄養

学概論第五版」(共著) 

同文書院 

(執筆箇所 Chapter3, pp.76-79) 

平成 28(2016)年 4 月 

各種 GP 申請

( 採 択 ) 
   

 
主な社会貢献活動 

社 会 貢 献 活 動 活動年月日 
１．委員  
静岡市駿河区生涯学習センター運営協議会 委員 平成 25(2013)年 4 月～ 

平成 26(2014)年 3 月 
公益社団法人静岡県栄養士会 理事 平成 24(2012)年 5 月～ 

平成 26(2014)年 5 月 
国立保健医療科学院 特定研究員 平成 19(2007)年 4 月～ 

平成 26(2014)年 3 月 
第 7 回アジア・太平洋地域国際エイズ会議 組織委員 平成 12(2001)年～ 

平成 17(2005)年 
２．講演活動（主に最近 5 年間）  
A．栄養・食育  
・福島県立西高校主催 一日大学講師 世界の食文化と栄養問題（対

象：高校生 2 回） 
平成 27(2015)年 6 月 
平成 26(2014)年 6 月 

・福島市こむこむ館・桜の聖母短期大学主催 食彩カレッジ 講師

「こどもおやつ教室 かむおやつ」 
平成 27(2015)年 5 月 

・浜松市保育士会主催 研修会 講師 「わくわく！ドキドキを大切

に～食育の企画と実践」（対象：保育士・栄養士） 
平成 26(2014)年 2 月 

・清水寿大学主催 講演会 講師（対象：70～90 歳代受講生） 
「地球の食卓～世界の暮らしと食文化」「『食べること』 は 『生

きること』～毎日をおいしく、楽しく、若々しく過ごすために～」 

平成 25(2013)年 10 月 
平成 23(2011)年 7 月 

・静岡県栄養士会主催 食育推進リーダー研修会 講師 「わくわ

く！ドキドキを大切に～食育の企画と実践」（対象：栄養士） 
平成 25(2013)年 7 月 

・静岡英和学院大学・静岡英和学院大学短期大学部主催 公開講座 
講師「地球の食卓～世界の暮らしと食文化」（対象：一般） 

平成 24(2012)年 11 月 

・静岡県食学研究会主催 研修会 講師「エイズの時代を生きる～

海外と日本における HIV 感染者・家族への栄養支援活動を通し

て」（対象：大学・高等学校教員） 

平成 24(2012)年 7 月 

・静岡英和学院大学主催 はぴねす☆EIWA カレッジ講座 講師 平成 23(2011)年 11 月 



「『おいしさ』の秘密-ヒトの味覚と食文化」（対象：一般） 
・独立行政法人国際協力機構主催「アフリカ地域女性指導者のた

めの健康と栄養改善」研修コース 講師 「Nutritional support for 
PHA（HIV 感染者の栄養支援）」（対象：研修生 計 9 回）  

平成 17(2005)年～ 
平成 25(2013)年 

B．国際理解・開発教育  
・比較・国際教育学研究会／ワークショップらぼ・しずおか／世

界を囲む食卓 共催 ワークショップ 講師「食から学ぶ 世界と日

本の暮らし～地球の食卓 フードマイレージ」（対象：一般） 

平成 26(2014)年 2 月 

・静岡市／ワークショップらぼ静岡 共催 ワークショップ 講師

「地球の食卓～フードマイレージ」（対象：一般） 
平成 25(2013)年 2 月 

・アジア保健研修所 主催 ワークショップ 講師「地球の食卓～お

やつで元気！」（対象：一般） 
平成 23(2011) 年 7 月 

・常葉学園大学大学院国際言語文化研究科／静岡英和学院大学短

期大学部栄養教育研究室 共催 ワークショップ 講師 「地球の食

卓～おやつで元気！」（対象：一般 子ども） 

平成 23(2011) 年 6 月 
平成 23(2011) 年 3 月 

・立教大学 ESD 研究センター主催 ワークショップ 講師 「地球

の食卓～いただきます」（対象：一般） 
平成 23(2011) 年 1 月 

C．管理栄養士国家試験対策  
・静岡英和学院大学短期大学部食物学科主催 管理栄養士国家試験

受験対策講座「臨床栄養学（基礎編）」「臨床栄養学（応用編）」「勉

強計画」「テーマ別問題」 講師（対象：栄養士） 

平成 19(2007)年～ 
平成 25(2013)年 

D．喫煙防止教育  
・東京都北区主催 防煙教室講演会 講師 「一緒に考えよう！タ

バコと健康」（対象：小・中学生・保護者 39 回） 
平成 19(2007)年 4 月～ 
平成 26(2014)年 3 月 

 
特別研究 
テーマ／概要 「栄養指導」 

個人または集団レベルの食・栄養について、様々な視点から観察し、課

題を発見し、その解決に向けて学生が主体的に研究する。研究方法の例

として、様々な調査方法、プログラム・教材開発とその評価方法などを

紹介する。授業内で進捗状況を報告しながら、ディスカッションを通し

て研究を深め、論文作成に反映させていく。中間発表および特別研究発

表会に向けてプレゼンテーションの方法についても学ぶ。 
特別研究内容 若年女性の食生活と健康に関する研究、高齢者の栄養問題と QOL 向上

に関する研究、糖尿病食品交換表を用いた食事療法の実践と評価、発展

食物アレルギー対応のメニュー開発、途上国における栄養問題 



 


